
大阪府養護教育研究会会報 

このページでは要点だけをお知らせしています。 

詳細は、本ページのリンクをクリックください。新しいウィンドウでPDFファイルが開きます。 

また、ホームページからも同じ記事がご覧になれるます。 

http://fuyouken.visithp.jp/（変わりました） 

 

 

ホームページの正式運用開始 

 

行事部より 

 

府養研ニュース ２００４年２月号

府養研ニュースは各種案内等の事務連絡と一緒に、毎月第１月曜日にＥメールで配布されてい

ます。第１月曜が祝日であれば火曜日発行になります。来月３月号は３月１日発行です。 

一部メール網がまだ整備中もしくは検討中の市町村は、郵送または逓送されています。

平成１６年１月１３日発行 大阪府養護教育研究会（広報部) 

事務局  堺市立茶山台小学校  会長 本郷 くみ  〒590-0115 堺市茶山台2-5-1 

問い合わせ・ご意見は、Mailで本部役員まで fuyouken@visithp.jp（変わりました）

1月15日の支部役員総会での承認を経て、1月18日に大阪府養護教育研究会のホームページ

を正式開設しましたのでお知らせします。 

それに伴い、ホームページのアドレスは以下に変更になりました。 

  http://fuyouken.visithp.jp/ 

返信・投稿・問い合わせ用メールアドレスも変更になりました。 

  fuyouken＠visithp.jp 

旧アドレスもしばらく使えるようにしておりますが、まもなく閉鎖されますので、お気に入り等に

登録していただいているときは変更をお願いします。

府教委・府教育センターとの懇談会

１月２３日、府養研と府教委・府教育センターとの懇談会がもたれました。 

府養研からは、活動の報告、府教委・センターからはアンケートに沿った形で、特別支援教育

についての考えが述べられました。詳細は後日の記事で紹介したいと思います。

http://fuyouken.visithp.jp/%EF%BC%88%E5%A4%89%E3%82%8F%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%00
http://fuyouken.visithp.jp/


研究部より

平成１６年度の予定 

各支部から 

情報提供 

●講演会は今月

「高機能自閉症、アスぺルガー症候群といわれる子どもへの理解と支援」

田中康夫先生  

(国立精神神経センター精神保健研究所児童思春期精神保健部) 

平成１６年２月２４日（火）午後２時～午後５時 

イコーラムホール（東大阪市 近鉄若江岩田駅）

総会 多数ご参加ください。講演未定 

平成１６年５月１３日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階葛城（東）の間 

 

役員総会（本部役員・支部役員のみ 来年度役員の方、ご予定ください） 

●第１回平成１６年６月１０日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

●第２回平成１６年９月９日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

●第３回平成１７年１月１３日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

 

府養研主催のケアマネージメント講習会 

日程は平成１６年８月9日（月）～１２日（木）になりました。

和泉ＬＤ・ＡＤＨＤ研究会 

日時 ３月３日（水）→ ２月２３日（月） 日程変更  ６：００受付 ６：３０～講演会・総会 

 ◇場所 和泉コミュニティセンター 

「子どもの意欲とコミュニケーションを育てるインリアルアプローチ」 

       講師 大阪府立大学社会福祉学部  里見 恵子先生  

会員以外の方の当日参加費  １０００円  

府難研より

ＷＡＮＰＡＫＵ交流会 １月１６日（金）   府立生野聾学校にて

自閉症コーナー

第９回大阪自閉症教育研究会のお知らせhttp://homepage1.nifty.com/kanaipage/index.html 

文献学習会 応用行動分析 ２月１４日（土）午前１０時～１２時東大阪市立成和小学校

兵庫教育大学 学校教育学部 附属 発達心理臨床研究センターのホームページ

http://www.edu.hyogo-u.ac.jp/mainou/index.html 

12月25日のテーマ別研修会の分科会の助言者をされた井上雅彦先生のホームページです。

http://homepage1.nifty.com/kanaipage/index.html
http://www.edu.hyogo-u.ac.jp/mainou/index.html


府養研本部より       大阪府養護教育研究会会報       2004年２月号 

本部より 

ホームぺージ正式運用開始 
府養研ホームベージは試験運用しておりましたが、1 月 15 日の支部役員総会

での承認を経て、1 月 18 日に大阪府養護教育研究会のホームページを正式開設

しました。 ホームページのアドレスは http://fuyouken.visithp.jp/です。

また、 返信・投稿用宛て先アドレスも に変更になりまし

た。 

  旧アドレスもしばらく使えるようにしておりますが、まもなく閉鎖されます

ので、ブックマーク等の変更をお願いします。 

正式運用により、ホームページの容量が増え、様々な設定も可能となりますの

で、ご期待ください。なお、現在、ホームページ運用により、自宅でも府養研

ニュースの閲覧が可能となっております。一般への公開により、他団体からリ

ンク申し込み、講演会への問い合わせ、情報提供等の効果も現れております。 

 

ケアマネージメント講習会の日程決まる 

平成１６年度の障害者ケアマネージメント講習会の日程は平成１６年８月９

日（月）～１２日（木）１０時～５時に決まりました。募集は２４名程度を予

定しています。会場はアウィーナ大阪か高津ガーデンを予定しています。講師

は大阪障害者ケアマネジメント協会に依頼します。 

 

平成１６年度の予定 

総会 平成１６年５月１３日（木）午後３時～５時  

アウィーナ大阪３階葛城（東）の間  

役員総会（本部役員・支部役員のみ 来年度役員の方はご予定ください） 

第１回平成１６年６月１０日（木） 

第２回平成１６年９月９日（木） 

第３回平成１７年１月１３日（木） 

すべて 午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

http://fuyouken.visithp.jp/%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82


府養研各部より       大阪府養護教育研究会会報       2004年２月号 

行事部 

府教委・府教育センターとの懇談会 
府養研は１月２３日、大阪府教育委員会障害教育課・大阪府教育センターと

懇談会を持ちました。府養研からは、府養研の活動についての紹介をし、府教

委・センターからは、あらかじめ、行事部が各支部を通じて集めた「特別支援

教育のあり方」についてのアンケートに沿った考えを述べていただきました。 

 特別支援教育については、各地で様々な議論がなされ、不安と期待が入り交

じったものとなっておりますが、この懇談では、厳しさはあるものの大阪では

大阪の特色を生かせた展望あるものにしていけるのではないかと思われました。

府養研と府教委・センターとの今後の協力関係（それぞれができること）につ

いても展望が持てました。懇談の内容については、現在まとめていますので、

しばらくお待ちください。 

（文責 書記 藤岡） 

 

研究部 

講演会２月２４日 

高機能自閉症アスペルガー症候群といわれる 

子どもへの理解と支援 

田中康雄先生(国立精神神経センター精神保健研究所児童思春期精神保健部) 

 

平成１６年２月２４日（火）午後２時～午後５時 

イコーラムホール（東大阪市 近鉄若江岩田駅） 

１月号で案内を添付しておりますが、再度添付いたします。 

ぜひおいでください。申し込みは不要です。貴校の養護学級担任を始め教職

員の方々にもご紹介ください。 

 

また、１月１５日の支部役員総会で、自閉症教育プロジェクトの設置の承認

がなされております。（正式には平成１６年度総会を経ての設置）具体的な活動

内容もこれから検討されていきます。大阪各地での自閉症関連研究会の連携が

進むと良いですね。 



平成 1６年（２００４年）1月 1５日 
学 校 長 様 
養護教育関係者 様 

大阪府養護教育研究会 
会 長  本郷 くみ 

 
 

 研究部講演会ご案内 
 
 
新春の候、皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は本研究会に格別の

ご厚情を賜り誠にありがとうございます。さて、研究部による講演会を下記の通り開催い

たしますので、ご案内申し上げます。 
ＬＤ、ＡＤ／ＨＤ、高機能自閉症等を含めすべての障害のある子どもについて一人一人

の教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を行う「特別支援教育」が始まろうとしていま

す。そこで、研究部では、ＬＤ、ＡＤ／ＨＤについての研修会を行ってきましたが、特に

参加者より質問の多かった高機能自閉症、アスペルガー症候群についての講演会を開催す

ることに致しました。 
つきましては、貴校の養護学級担任を始め教職員の方々にも是非、参加いただけますよ

うによろしくお願いいたします。 
 

記 
 
１．日 時   平成１６年２月２４日（火）午後２時～午後５時 
                     （受付は１時３０分より） 
 
２．会 場   イコーラムホール（東大阪市男女共同参画センター） 
         近鉄奈良線若江岩田駅前「希来里」６階 ℡０７２９-６０-９２０１ 
 
３．内 容 
     講演「高機能自閉症、アスペルガー症候群といわれる子どもへの理解と支援」 
          国立精神神経センター 精神保健研究所 
          児童思春期精神保健部           田中 康雄 先生 
 
４．定 員   当日先着２５０人（申し込みは不要） 
 
５．連絡先  研究部部長  大山説子  東大阪市立成和小学校 
                      ℡06-6745-2361 FAX06-6745-5490 



府養研各支部より       大阪府養護教育研究会会報       2004年２月号 

泉北支部 

和泉ＬＤ・ＡＤＨＤ研究会 

以前府養研ニュースで日程を紹介しましたが、講師の先生の都合で日時が変わりました。 
お知り合いの方にもお声がけいただけると幸いです。 

第４回 講演会・総会のお知らせ 

                和泉市教育委員会後援 

   ◇日時 ３月３日（水）→  ２月２３日（月） 

      ６：００受付 ６：３０～講演会・総会 

 ◇場所 和泉コミュニティセンター 

      ３階多目的ホール 

 ◇内容「子どもの意欲とコミュニケーションを 

       育てるインリアルアプローチ」 

       講師 大阪府立大学社会福祉学部 

            里見 恵子先生           

里見先生はインリアルアプローチの理論、実践研究の第一人者です。 
  幼児期を中心に、子どもの意欲とコミュニケーションを育てていくインリアルの考え方や方法につい

てお話していただきます。 

 

会員以外の方の当日参加費  １０００円 
 

連絡先  和泉市立鶴山台南小学校   墨 美知子 
    ＴＥＬ０７２５－４３－１７１７   ＦＡＸ０７２５ー４３－１７６１ 
 

和泉ＬＤ研究会会員の方へ ＊講演会終了後、総会を行います。欠席される場合は委任状をお願いします。  



情報提供のページ       大阪府養護教育研究会会報       2004年２月号 

府難研 
府難研よりＷＡＮＰＡＫＵ交流会の報告がありましたので紹介いたします。 

府難研は難聴児教育の研究会で、府下の難聴学級担任の先生方が出会い、話し

する中で、それぞれが持つ悩みを出し合ったり勉強し会ったりできる場が必要

とされ、発足した会です。 

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ＷＡＮＰＡＫＵ交流会 
１月１６日（金）  於： 府立生野聾学校 

参加者   児童生徒 １５４人  保護者  ６５人 

            教師  ８６人   合計 ３０５人 

 

 今年で４回目を迎える府下の難聴学級、聾学校に通う児童生徒の交流会が行

なわれました。手話や文字による情報保障も行い日頃の学習の成果を舞台で発

表したり、名刺交換会、ゲームとエネルギッシュに活動しました。年に一度の

交流会ですが、この日を楽しみに、また、励みにしている子どもたちです。

 

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 手話や文字による情報提供や各種支援機器の活用など、難聴教育は自閉症や

ＬＤ・ＡＤ／ＨＤの教育の支援方法にも通じる工夫が進んでいると思います。

現在、府養研ではＩＣＴ活用研究やＬＤ・ＡＤ／ＨＤのプロジェクトが実施さ

れ、自閉症教育プロジェクトも発足しようとしています。府難研の活動はそう

いった動きと連動するものがあるかもしれませんね。（文責 書記 藤岡） 

 

 

  



情報提供のページ       大阪府養護教育研究会会報       2004年２月号 

自閉症コーナー 

第９回大阪自閉症教育研究会 
堺市立百舌鳥養護学校の金井孝明先生が主催している大阪自閉症教育研究会の

第９回目の会の予定を紹介します。 

http://homepage1.nifty.com/kanaipage/index.html 

 

日時 ２００４年２月１４日（土）午前 10 時～12 時 

場所 東大阪市立成和小学校 養護学級教室 

東大阪市南鴻池町１－３－１８ Tel.06-6745-2361 

ＪＲ学研都市線・鴻池新田駅より、南へ徒歩１０分ほど 

内容 文献学習会 テーマ『応用行動分析学に学ぶ』 

 

今回は、自閉症児の見せるさまざまな行動の意味やその原因などを行動分析

の視点から考える基本について学習したいと思います。例えば、困った行動は、

子ども自身の問題としてとらえるよりも、環境側の刺激の調節がうまくされて

いないから生じうると考えればどうなるでしょうか。何がそのような行動を生

じさせる要因として環境側ではたらいているのかを探ることが、そしてその刺

激の調節が大切になってきます。さらに、行動を獲得させる際の現場で実際に

用いることのできるいくつかの技法を行動分析に学びたいと思います。 

今回は、そのような応用行動分析（ABA）の基本をテキストを使っての輪読な

どで学びます。テキストは準備しますので、気楽にご参加ください。 
（ホームページの「お知らせ」より引用させていただきました。） 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
大阪府養研では、府下のニーズを考え、自閉症教育プロジェクトを発足させようとして

います。府下で既に自閉症教育の研究会として活動されておられる団体等で、ニュース投

稿希望、仲間募集等のお知らせを載せたい旨ありましたら、府養研までご連絡ください。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

井上研究室 
井上雅彦先生のホームページ 

 
http://www.edu.hyogo-u.ac.jp/mainou/index.html 

兵庫教育大学 学校教育学部 附属 発達心理臨床研究センターの井上先生の

ホームページを紹介します。 

井上雅彦先生は１２月２５日のテーマ別研修会の分科会の助言者をされてい

ます。応用行動分析による実践は具体的でわかりやすいです。ホームページに

は、様々な行動上の問題のある子どもたちへの対応のヒントがあります。 

 

http://homepage1.nifty.com/kanaipage/index.html
http://www.edu.hyogo-u.ac.jp/mainou/index.html

